
本事業では、⺠間資⾦活⽤型のESCO事業を導入し、市内の公園灯の一括LED化を実現しました。

【導入事例】 神⼾市内の公園灯 ESCO事業の実績

市内の公園灯一括LED化により維持管理費を削減
全ての公園灯を短期間にLED化することに加え、修繕・点検、
GIS（地理情報システム）を⽤いた公園灯台帳管理システム、
コールセンター機能など、維持管理に係る包括的サービスを導入することにより、
市⺠サービスの向上と維持管理費の削減を実現しました。

ESCO事業の概要
・契約形態︓⺠間資⾦活⽤型(シェアード・セイビングス型)
・対象施設︓約1,600公園、約10,000灯
・契約期間︓10年間(令和元年7⽉〜令和11年6⽉)
・サービス料︓約94百万円/年(税込)
・削減効果︓約120百万円/年(税込)
・事業者 ︓東芝エレベータ㈱、みずほ東芝リース㈱

【神⼾総合運動公園】

【GIS（維持管理イメージ）】

【対象公園灯の分布図】

【今回の光熱水費他イメージ】

ESCO前 サービス期間中 ESCO後


